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野

尻

史
料

泰

弘

は
じ
め
に

近
世
後
期
、
諸
藩
が
財
政
困
窮
に
陥
っ
て
い
た
こ

と
は
周
知
に
属
す
る
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
鯖
江
藩

も
例
外
で
は
な
い
。
鯖
江
藩
は
享
保
五
年
(
一
七
二

O
)

の
立
藩
以
来
、
財
政
的
に
困
窮
し
て
い
た
が
、

一
九
世
紀
に
は
藩
主
間
部
詮
勝
の
幕
閣
で
の
要
職
歴

任
に
よ
り
一
層
そ
の
度
合
い
を
強
め
た
。
こ
の
よ
う

な
財
政
難
の
た
め
鯖
江
藩
で
は
、
家
中
に
対
し
て
は

半
知
を
行
い
、
領
民
へ
は
度
重
な
る
御
用
金
を
賦
課

し
、
多
額
の
借
財
を
重
ね
て
い
た
。
安
政
五
年
(
一

八
五
八
)
、
鯖
江
藩
は
約
一
八
万
両
の
借
財
を
か
か

え
て
お
り
(
歳
入
の
約
九
倍
)
、
そ
の
借
財
総
額
の

約
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
京
坂
・
地
廻
り
な
ど
の
商
人

か
ら
の
借
財
で
あ
っ
た
。

鯖
江
藩
の
借
財
に
つ
い
て
は
、
藤
村
聡
氏
が
鴻
池

家
文
書
の
「
掛
合
控
」
を
分
析
し
、
そ
の
構
造
を
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
鯖
江
領
内
の
大
庄

屋
な
ど
、
在
地
の
経
済
的
有
力
者
が
産
物
会
所
や
両

替
庖
の
運
営
主
体
と
な
っ
て
藩
財
政
に
大
き
く
関
与

し
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
私
も
在

地
有
力
者
の
経
済
的
影
響
力
を
地
域
・
領
主
と
の
関

係
の
中
で
捉
え
よ
う
と
、
鯖
江
藩
の
大
庄
屋
た
ち
が

主
導
し
た
産
物
問
屋
・
会
所
の
展
開
に
つ
い
て
分
析

し
た
。
こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
、
大
庄
屋
た
ち

の
在
地
に
お
け
る
経
済
活
動
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

彼
ら
が
藩
財
政
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
わ
。
一
方
で
、
直
接
的
な

藩
の
借
財
交
渉
過
程
に
つ
い
て
は
、
な
お
未
検
討
の

部
分
が
多
い
。
こ
の
点
を
深
め
る
た
め
に
は
、
大
庄

屋
の
在
地
に
お
け
る
経
済
活
動
と
は
別
に
、
藩
の
借

財
過
程
に
お
け
る
大
庄
屋
の
役
割
に
つ
い
て
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
京
坂
・
江
戸
の
金
主
と
の

関
係
は
勿
論
の
こ
と
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
用
聞

(
用
達
)
な
ど
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
乙
坂
組
大
庄
屋
千
秋

覚
兵
衛
家
文
書
の
「
永
代
記
録
」
と
い
う
横
帳
の
中

の
、
千
秋
家
が
関
与
し
た
鯖
江
藩
の
借
財
過
程
の
史

料
を
紹
介
し
た
い
。

I
「
永
代
記
録
」
に
つ
い
て

「
永
代
記
録
」
は
横
帳
で
、

表
紙
に
は
表
題
の
ほ
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か
に
「
安
政
五
戊
午
年
一
月
日
」
、
「
当
家
才
覚
献
納

金
井
組
下
村
々
才
覚
納
金
此
内
ニ
」
、
「
千
穐
鶴
兵
衛

六
拾
八
歳
ニ
而
改
之
」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表

紙
の
記
述
と
横
帳
内
の
記
載
内
容
と
に
組
績
は
な

い
。
内
容
の
多
く
は
才
覚
金
関
係
の
記
述
で
あ
る

が
、
横
帳
の
最
初
に
は
藩
の
御
仕
法
に
関
す
る
仰
せ

渡
し
ゃ
千
秋
覚
兵
衛
を
「
千
穐
鶴
兵
衛
」
と
書
く
よ

う
に
な
っ
た
由
来
、
そ
し
て
本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
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が
記
さ
れ
て
い
る
。

千
秋
家
が
、
鯖
江
藩
の
財
政
難
を
補
填
す
る
た
め

の
「
借
財
旅
行
」
と
で
も
言
う
べ
き
旅
に
出
か
け
る

の
は
天
保
一
四
年
(
一
八
四
=
乙
で
あ
る
が
(
史
料

中
で
は
天
保
一
五
年
と
な
っ
て
い
る
が
誤
記
)
、
記

述
は
藩
主
間
部
詮
勝
の
寺
社
奉
行
就
任
を
大
庄
屋
ら

が
「
恐
悦
ニ
上
ル
」
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
間
部
詮

勝
は
文
政
九
年
(
一
八
二
六
)
六
月
に
奏
者
番
と
な

り
、
天
保
二
年
五
月
寺
社
奉
行
、
同
八
年
七
月
大
坂

城
代
、
同
九
年
四
月
京
都
所
司
代
と
幕
閣
の
要
職
に

就
き
、
同
一
一
年
正
月
1
同
一
四
年
閏
九
月
ま
で
西

ノ
丸
老
中
、
安
政
五
年
六
月
1
同
六
年
一
一
一
月
ま
で

老
中
を
勤
め
た
。
な
お
、
史
料
中
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

役
職
就
任
年
を
、
大
坂
城
代
が
天
保
一

O
年
、
京
都

所
司
代
が
天
保
一
三
年
、
西
ノ
丸
老
中
が
天
保
一
五

野
尻

鯖
江
務
の
借
財
に
関
す
る
一
史
料

年
(
天
保
一
四
年
の
翌
年
と
表
現
)
と
記
し
て
い
る

が
、
す
べ
て
誤
記
で
あ
る
。

史
料
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
大
庄
屋
た
ち
が
京

坂
・
江
戸
の
金
主
と
借
財
交
渉
を
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
例
え
ば
、
間
部
詮
勝
の
京
都
所
司
代
就
任
に
あ

た
り
、
大
庄
屋
た
ち
は
各
組
の
惣
代
ら
と
京
都
へ
上

り
御
目
見
の
上
、
鯖
江
藩
士
や
「
京
都
御
出
入
之
金

主
三
人
」
た
ち
と
芸
者
を
呼
び
酪
町
し
た
と
い
う
記

述
で
あ
る
。
大
庄
屋
ら
が
金
主
た
ち
と
の
酒
宴
を
通

じ
て
、
藩
の
借
財
交
渉
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
想

定
で
き
る
の
で
あ
る
。

文
政
期
に
は
藩
財
政
に
つ
い
て
大
庄
屋
ら
か
ら
多

く
の
指
示
を
得
ょ
う
と
し
て
い
た
鯖
江
藩
で
あ
る

が
、
天
保
期
と
安
政
期
に
は
藩
主
の
幕
府
要
職
就
任

や
臨
時
出
費
の
増
大
に
よ
り
、
大
庄
屋
た
ち
へ
の
依

存
度
を
強
め
て
い
た
と
言
え
る
。
大
庄
屋
ら
が
京
坂

・
江
戸
に
お
け
る
金
主
と
の
交
渉
に
用
い
ら
れ
た
の

は
、
返
済
保
障
と
し
て
の
経
済
力
(
領
内
経
済
を
主

導
す
る
力
量
も
含
め
て
)
を
彼
ら
が
有
し
て
い
た
こ

と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

E
登
場
人
物
に
つ
い
て

本
史
料
に
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
わ
か
る
限
り

で
簡
略
に
述
べ
て
お
く
。
な
お
、

『
鯖
江
市
史
』
は

『
市
史
』
と
略
記
す
る
。

殿
様
…
間
部
詮
勝
、
文
化
元
年
(
一
人
O
四
)
生

(
『
市
史
』
上
巻
、
五
五
二
頁
)
。

若
殿
様
一
間
部
詮
実
、
文
政
一

O
年
(
一
人
二
七
)

生
(
『
市
史
』
上
巻
、
五
五
四
頁
)
。

植
田
頼
母
一
天
保
二
二
年
御
宝
蔵
掛
・
御
勝
手
掛
、

同
一
四
年
御
家
老
(
『
市
史
』
五
巻
上
、
五

一頁)。

田
部
井
藤
助
一
嘉
永
六
年
御
暮
方
吟
味
役
、
同
七
年

正
月
御
借
用
掛
(
『
市
史
』
五
巻
上
、
四
五

五
・
六
頁
)
0

奥
村
銀
馬
一
天
保
七
年
御
勝
手
御
用
人
本
席
、
同
一

O
年
二
月
死
去
に
よ
り
奥
村
瞳
助
家
督
相
続

(
『
市
史
』
五
巻
上
、
七
三
・
四
頁
)
。

小
倉
喜
藤
兵
衛
一
文
政
二
一
年
郡
方
役
、
天
保
一

O

年
三
月
二
六
日
御
借
用
掛
(
『
市
史
』
五
巻

下
、
二
五
三
頁
参
照
)
。

勢
家
豆
一
天
保
一
一
年
御
勝
手
御
用
人
(
『
市
史
』

五
巻
上
、
五
五
頁
)

0

波
多
野
元
助
一
天
保
二
一
年
御
勘
定
奉
行
、
元
J
F
兼

帯
、
大
奥
御
用
掛
、
御
奥
様
・
御
子
様
方
御

分
量
掛
、
同
一
五
年
正
月
元
〆
、
御
勘
定
奉
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行
兼
帯
(
『
市
史
』
五
巻
下
、

三
ツ
橋
八
十
人
一
一
一
一
橋
弥
コ
一
七
ヵ
、
天
保
九
年
御
勝

手
御
用
人
物
書
(
『
市
史
』
五
巻
下
、
五
二

九
頁
)
。

一
0
・一百ハ)。

平
池
文
平
一
天
保
二
一
年
御
勝
手
御
用
人
物
書
(
『
市

史
』
六
巻
、
一
五
四
頁
)
0

千
穐
鶴
兵
衛
一
乙
坂
組
大
庄
屋
、
在
職
期
間
は
寛
政

四
年
1
明
治
四
年
。

蒲
五
八
郎
一
東
庄
境
組
大
庄
屋
、
在
職
期
間
は
文
化

一
一
一
年
1
文
政
八
年
、
文
政
二
一
年
1
明
治

四
年
。

中
井
源
コ
一
郎
一
中
井
源
左
衛
門
家
の
分
家
カ
(
江
頭

恒
治
『
近
江
商
人
中
井
家
の
研
究
』
、
雄
山

閤
、
一
九
六
五
年
)
。

東
俣
組
飯
田
彦
治
兵
衛
一
東
俣
組
大
庄
屋
、
在
職
期

間
は
文
政
一
一
年
i
安
政
六
年
。

下
新
庄
組
八
郎
右
衛
門
一
下
新
庄
組
大
庄
屋
、
在
職

期
間
は
安
政
二
年
1
同
六
年
。

む
す
び
に
か
え
て

鯖
江
藩
は
、
江
戸
や
京
都
の
屋
敷
に
大
庄
屋
を
は

じ
め
と
す
る
領
内
有
力
者
と
金
主
を
集
め
、
芸
者
を

呼
ぴ
、
酒
を
振
舞
っ
て
い
た
。
ま
た
、
大
庄
屋
は
藩

士
と
と
も
に
各
地
を
ま
わ
り
、
金
主
と
の
酒
宴
を
通

じ
て
借
財
を
頼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
行
動
は
一
見

す
れ
ば
、
藩
は
大
庄
屋
を
懐
柔
し
、
そ
れ
に
よ
り
大

庄
屋
は
金
策
に
奔
走
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
一
面
的
な
見
方
で
あ
る
。
大
庄
屋
は
、
本
史
料

で
見
る
よ
う
な
借
財
交
渉
だ
け
で
な
く
、
組
下
村
の

行
政
を
担
う
と
同
時
に
組
下
村
の
意
見
を
代
表
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
大
庄
屋
の
多
く
は
地
主
で
、
常
に

地
域
に
配
慮
し
、
逆
に
地
域
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
庄
屋
た
ち
は
藩
士
や
金
主
た
ち
と

の
酒
宴
に
よ
く
同
席
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
金

主
か
ら
借
財
の
承
認
を
と
り
つ
け
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
面
を
み
る
と
、
大
庄
屋
の
行
政
的
手
腕
の
み
な

ら
ず
そ
の
交
渉
能
力
、
言
い
換
え
れ
ば
、
酒
宴
で
の

振
舞
な
ど
高
い
文
化
的
力
量
を
想
定
す
る
こ
と
は
十

分
可
能
で
あ
ろ
う
。
近
世
後
期
の
藩
財
政
を
考
え
る

と
き
、
在
地
有
力
者
の
経
済
的
伸
張
の
み
が
注
目
さ

れ
が
ち
だ
が
、
一
方
で
彼
ら
の
文
化
的
力
量
一
(
社
交

性
)
に
も
目
配
り
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
今
後
、
こ

の
よ
う
な
方
面
か
ら
の
検
討
も
重
要
な
課
題
で
あ
ろ

、つノ
O

*
欠
字
・
平
出
は
そ
の
ま
ま
記
し
た
が
、
省
略
し
た

場
合
は
(
平
出
)
な
ど
と
表
記
し
た
。

*
[
]
内
は
抹
消
、
(
カ
)
は
誤
記
や
虫
損
に

よ
る
文
字
の
推
測
を
記
し
た
。

千
秋
覚
兵
葡
家
文
書
「
永
代
記
録
」
抄
録

(
前
略
)

一
殿
様
寺
社
御
奉
行
被
為
蒙
仰
候
節
、
恐
悦
ニ

六
ケ
組
大
庄
屋
・
御
陣
屋
附
庄
屋
御
領
分
御
目
見

中
御
瞳
席
中
恐
悦
ニ
上
ル

一
天
保
十
酉
年
八
月

殿
様
大
坂
(
平
出
)
御
城
代
被
為
蒙
仰
候
ニ
付
、

恐
悦
ニ
右
同
断

一
天
保
十
三
成
年
四
月

殿
様
京
都
(
平
出
)
御
所
司
代
被
為
蒙
仰
候
ニ
付
、

七
月
廿
八
日
出
立
ニ
而
、
同
役
六
人
・
御
陣
屋
附

惣
代
壱
人
・
組
々

S
惣
代
六
人
・
下
人
四
人
召

連
、
上
下
拾
七
人
八
月
三
日
京
都

御
所
司
御
屋
敷
之
内
御
長
屋
詰
被
仰
付
、
四
日
昼

四
ツ
時

殿
様
江
(
平
出
)
御
目
見
奉
申
上
、
大
庄
屋
六
人

江
御
紋
付
之
御
帳
子
壱
圃
(
虫
損
、
反
カ
)
被
下
、

御
陣
屋
附
庄
屋
・
組
惣
代
六
人
へ
者
嶋
之
御
帳
子
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壱
反
ッ
、
被
下
、
同
日
昼
過
八
ツ
時
過
よ
り
烏
子

丸
通
御
旅
宿
ニ
而
、
大
庄
屋
六
人
・
御
陣
屋
附
・

組
々
惣
代
六
人
江
御
酒
被
下
、
種
々
之
御
馳
走
被

成
下
、
御
取
持
者
奥
村
銀
馬
様
・
小
倉
喜
藤
兵
衛

様
、
外
ニ
京
都
御
出
入
之
金
主
方
三
人
・
御
取
持

塞
者
三
人
御
呼
被
成
候
而
一
同
前
後
酪
町
仕
候
、

鶴
兵
衛
義
ハ
五
日
朝
迄
旅
宿
ニ
而
御
酒
被
下
候
、

八
月
六
日
八
ツ
時

S
七
ツ
半
時
迄

殿
様

御
馬
場
ニ
而
御
馬
乗
り
拝
見
被

一
天
保
十
四
亥
十
二
月
十
四
日
夜

殿
様
従

御
公
儀

御
奉
書
御
到
来
ニ
付
、
十
二
月
廿
二
日
京
都
御
発

足
ニ
市
、
翌
(
平
出
)
子
正
月
十
三
日

仰
付
候

殿
様
被
為
蒙

御
登
城
被
遊
候
処
、
於
(
平
出
)
御
座
之
御
間
ニ

御
加
判
之
列

大
御
所
様
江
御
附
さ
せ
ら
れ
候
旨
被
為
蒙

仰
候

子
正
月
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一
天
保
十
五
卯
十
一
月
十
九
日
出
立
ニ
而
、
千
穐
鶴

兵
衛
・
蒲
五
八
郎
両
人
江
戸
御
用
ニ
而
、
十
一
月

廿
九
日
昼
過
八
ツ
時
頃
芝
之
御
中
屋
敷
[
居
宅
ニ

市
]
御
取
込
ミ
ニ
付
、
町
屋
居
宅
詰
逗
留
被

野
尻

鯖
江
藩
の
借
財
に
関
す
る
一
史
料

内
叩，4

l
 

付
、
十
二
月
五
日
勢
家
亘
様
等
御
一
所
ニ
常
盤
橋

御
拝
領
之
御
屋
敷
江
罷
上
リ
、
十
二
月
八
日
芝
御

中
屋
敷
ニ
而
、

若
殿
様

御
三
人
様
御
列
座
ニ
而
(
平
出
)
御
目
見
被

仰
付
候
、
其
上
御
目
録
三
百
疋
ツ
冶
被
下
置
候
、

夫

8
昼
後
八
ツ
半
時
頃

S
木
挽
町
御
出
入
之
茶
屋

ニ
而
御
酒
被
下
、
御
取
持
ハ
勢
家
様
ニ
江
戸
波
多

野
元
助
様
御
用
人
御
手
付
コ
一
ツ
橋
八
十
八
殿
・
平

池
文
平
殿
両
人
、
外
ニ
芸
者
両
人
御
招
之
上
、
夜

九
ッ
時
頃
迄
種
々
之
御
馳
走
ニ
而
大
沼
酪
町
仕
候
、

十
二
月
十
二
日
金
主
西
村
屋
治
兵
衛
殿
方
へ
勢
家

様
ニ
鶴
兵
衛
・
五
八
郎
右
治
兵
衛
殿
方
へ
招
請
ニ

預
リ
、
種
々
之
御
馳
走
ニ
而
酒
井
左
衛
門
様

S
之

拝
領
大
盃
七
合
入
之
右
盃
三
一
杯
給
候
問
、
金
弐

千
両
治
兵
衛
殿
引
受
被
下
、
十
二
月
廿
五
日
昼
過

八
ツ
時
ニ
常
盤
橋
御
上
屋
敷
へ
上
納
申
上
候
様
之

御
約
定
ニ
相
成
、
為
念
請
書
勢
家
様
御
取
被
成
候
、

殿
様
占
金
子
弐
千
両
出
来
仕
候
問
、
十
二
月
十
六

日
ニ
金
子
治
兵
衛
殿
・
鶴
兵
衛
・
五
八
郎
右
三
人

江
吉
原
御
振
舞
被
成
御
座
、
中
野
町
永
楽
屋
方
ニ

[
而
]
茶
屋
ニ
而
種
々
之
御
馳
走
、
夫
よ
り
尾
張

屋
与
申
候
揚
ケ
屋
ニ
而
、
長
屋
与
申
候
お
ゐ
ら
ん

鶴
兵
衛
へ
御
振
舞
被
成
下
、
右
お
ゐ
ら
ん
ハ
吉
原

ニ
而
壱
二
は
ん
之
太
夫
ニ
御
座
候
、
五
人
郎
も
お

ゐ
ら
ん
同
様
之
事

安
政
三
辰
二
月
廿
九
日
出
立
ニ
而
、
大
坂
表
へ
鶴

兵
衛
御
用
ニ
付
、
三
月
三
日
昼
過
人
ツ
時
頃
ニ
大

津
西
伊
賀
屋
作
治
郎
方
江
着
致
シ
、
御
仕
法
ニ
付

同
人
方
ニ
御
出
張

御
家
老植

田
頼
母
様

御
用
人小

倉
喜
兵
衛
様

御
郡
方田

部
井
藤
助
様

御
用
人
御
手
付

平
池
文
平
殿

三
月
三
日

8
五
日
迄
伊
賀
屋
方
ニ
逗
留
仕
、
六
日

朝
京
都
表
江
罷
越
、
六
角
下
ル
娃
屋
町
[
又
八
]

江
近
(
近
江
カ
)
屋
又
八
方
ニ
七
日
夕
方
迄
旅
宿

致
シ
、

御
本
山
様
江
参
詣
奉
甲
上
候
、
同
日
夕
方
伏
見
京

橋
酢
屋
方
へ
着
致
シ
、
平
池
文
平
殿
与
同
船
ニ

而
、
八
日
明
ケ
方
ニ
淀
川
筋
多
田
屋
新
右
衛
門
与

申
方
ニ
八
日

S
廿
一
日
迄
御
用
中
逗
留
仕
、
金
弐
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千
両
借
受
ニ
罷
出
候
得
と
も
出
来
不
申
候
、

鶴
兵
衛
大
坂
逗
留
中

田
部
井
藤
助
様

平
池
文
平
殿

御
両
人
御
引
受
被
成
下
候

大
坂
金
主
方

慶
岡
代

加
嶋
屋
治
郎
三
郎
殿

右
手
代

同
新
兵
衛
殿

西
田
手
代

平
野
屋
作
兵
衛
殿

加
嶋
屋
久
右
衛
門
殿
手
代

加
嶋
屋
東
兵
衛
殿

同
作
兵
衛
殿
手
代

同
弥
四
郎
殿

鴻
池
善
四
郎
殿
名
代

鴻
池
嘉
兵
衛
殿

病
気
ニ
御
座
候

右
者
加
嶋
屋
・
鴻
池
御
両
家
別
宅
ニ
而
、
種
々
之

御
馳
走
ニ
相
成
申
候
、
六
人
之
衆

S
三
月
廿
一
日

暇
乞
ニ
罷
出
候
所
、
夫
々
銭
別
ニ
預
り
申
候

三
月
廿
二
日
朝
京
都
表
江
田
部
井
藤
助
様
等
御
同

道
ニ
而
、
六
角
下
ル
娃
屋
町
近
江
屋
又
八
方
ニ
廿

五
日
昼
過
迄
逗
留
仕
候

一
江
州
日
野
中
井
源
三
一
郎
等
申
候
人
病
気
ニ
付
、
六

角
下
ル
柳
馬
場
綿
屋
方
ニ
妻
殿
等
両
人
療
治
ニ
出

張
、
同
人
殿
江
金
千
五
百
両
大
坂
表
不
都
合
[
ニ

付
]
之
分
相
頼
入
候
処
、
辰
・
5
申
迄
五
ヶ
年
割
済

利
足
者
月
八
朱
半
ニ
か
し
渡
被
下
候

三
月
廿
三
日
者
清
厳
寺
之
芝
居
振
舞
被
下
、
廿
四

日
ハ
京
都
祇
園
占
東
山
名
所
見
物
ニ
振
舞
被
下
、

種
々
之
御
馳
走
ニ
罷
成
申
候

四
月
十
八
日
御
出
立
ニ
而
、
田
部
井
藤
助
様
金
千

五
百
両
日
野
表
中
井
源
三
郎
殿
宅
へ
右
金
受
取
ニ

御
出
被
成
受
取
被
成
候

同
月
廿
二
日
ニ
源
=
一
郎
殿
養
生
不
叶
病
死
被
致
候
、

誼
文
ニ
同
役
六
人
(
平
出
)
御
家
老
様
之
御
添
誼

文
ニ
御
奥
室
固
有
之
候
誼
文
鶴
兵
衛
預
り
置
侯

一
安
政
四
年
巳
十
一
月
六
日
出
立
ニ
雨
、
鶴
兵
衛
江

州
日
野
表
中
井
氏
江
九
日
夕
方
、
田
部
井
藤
助
様

等
御
一
所
ニ
十
日
・
十
一
日
両
日
種
々
之
御
馳
走

ニ
相
成
、
其
上
金
千
両
相
頼
申
候
得
と
も
五
百
両

出
来
、
十
一
月
十
六
日
ニ
鯖
江
表
へ
着
致
シ
、
翌

十
七
日
朝
御
用
人
様
へ
罷
出
、
五
百
両
出
来
候
趣

申
上
候
所
、
格
別
御
悦
ひ
被
成
候

右
二
口
金
安
政
五
午
年
三
月
御
改
革
ニ
付
、
断
被

成
御
受
被
申
上
候

一
安
政
五
午
六
月
廿
三
日

殿
様
先
月
廿
一
一
一
日
被
為

召
御
登

城
被
成
候
処
、
御
加
判
之
列
御
勝
手
御
掛
・
外
国

御
用
向
御
勤
被
遊
候
様
被
為
蒙
仰
候
、

右
之
通
被
仰
出
候
問
、
組
下
村
々
江
可
相
触
候

以
上

七
月
八
日

御
奉
行
御
印

殿
様
先
月
廿
六
日
被
為

召
御
登

城
被
成
候
処
、
京
都
江
之
御
使
被
為
蒙
仰
候
、

右
之
通
被
仰
出
候
問
、
組
下
村
々
江
可
相
触

候
、
以
上七

月
八
日
御
奉
行
御
印

御
領
分
村
々
御
目
見
嘩
席
斗
り
恐
悦

上
り
申
候

組
々
・
5
者
庄
屋
・
惣
代
コ
一
人
ッ
、
恐
悦

ニ
上
り
申
候

一
安
政
五
午
八
月
十
八
日
大
庄
屋
共
・
御
陣
屋
附
庄

屋
共
同
日
昼
過
八
ツ
半
時
頃
ニ
急
御
用
向
、
麻
上
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下
持
参
御
配
府
着
次
第
二
罷
出
候
様
被

問
、
御
役
所
江
罷
上
り
御
領
分
村
々
江

殿
様
・
5
厚
以

御
思
召
を
貰
金
六
枚
御
領
分
へ
被
下
置
候
ニ
付
、

六
ケ
組
へ
壱
枚
ッ
、
大
庄
屋
へ
御
下
ケ
被
成
下

置
、
大
庄
屋
元
β
組
内
村
々
江
右
貰
金
弥
敷
御
座

候
問
、
村
々
へ
拝
見
為
致
一
同
男
女
共
ニ
拝
見
仕

仰
出
候

候
同
年

一
九
月
九
日
右
貰
金
六
ケ
組

S
持
出
シ
、
貰
金
壱
枚

金
弐
拾
九
両
弐
分
九
匁
六
分
四
リ
ッ
、

御
上
様
へ
指
上
申
候

右
貰
金
割
当
り
乙
坂
組
江
金
弐
拾
七
両
三
分
拾
弐

匁
八
分
四
リ
、
右
金
午
十
一
月
二
日
ニ
請
取
申

候
、
右
之
貰
金
京
都
ニ
而
御
挽
ひ
ニ
相
成
申
候
、

右
貰
金
追
割
銀
五
百
五
拾
弐
匁
七
分
九
リ

午
十
一
月
二
日

同
年

41 

一
十
一
月
十
四
日
出
立
ニ
而
、
同
役
東
俣
組
飯
田
彦

治
兵
衛
・
下
新
庄
組
八
郎
右
衛
門
・
御
陣
屋
附
庄

屋
定
次
村
久
兵
衛
・
六
ケ
組
壱
組

8
惣
代
壱
人

ッ
、
、
都
合
九
人
下
人
御
扇
子
料
京
都
表
江
罷
出

候
ニ
而
、
金
三
拾
両
献
組
(
マ
マ
、
納
カ
)
仕
候

野
尻

鯖
江
藩
の
借
財
に
関
す
る
一
史
料

殿
様
ニ
御
旅
館

経
宗
寺
町

妙
満
寺

右
旅
館
妙
満
寺
ニ
お
ゐ
て
、
九
人
御
目
見
被

付
候
上
、
十
一
月
廿
八
日
ニ
帰
国
仕
候

一
安
政
六
己
未
年
正
月
十
二
日
出
立
ニ
而
、
京
都
表

江
大
庄
屋
六
人
外
ニ
御
陣
屋
附
三
人
・
御
領
分
六

ケ
組
・
5
惣
代
拾
弐
人
ニ
有
定
村
長
左
衛
門
・
九
郎

右
衛
門
・
下
人
四
人
、
都
合
上
下
弐
拾
七
人
、
正

月
十
六
日
昼
後
七
ツ
時
頃
ニ
六
角
下
ル
建
屋
町
近

江
屋
又
八
等
申
候
御
旅
宿
罷
越
、

殿
様
御
旅
館
妙
満
寺
に
お
ゐ
て
、
金
百
両
御
扇

子
料
御
領
分

8
正
月
十
八
日
ニ
小
倉
喜
藤
兵
衛
様

江
御
窺
之
上
同
日
奉
指
上
候

殿
様
正
月
十
九
日
ニ
、
丹
波
口
・
若
狭
口
御
巡

見
被
為
遊
御
座
候
ニ
付
、
大
庄
屋
六
人
・
御
陣

屋
三
人
・
惣
代
之
も
の
外
不
残
御
供
被
仰
付
、

難
有
御
供
仕
候
得
と
も
、
御
吟
味
所
御
役
人
様
へ

御
答
申
上
候
而
、
皆
々
途
中

S
罷
帰
り
申
候
、
併

前
代
未
聞
之
御
供
ニ
而
皆
々
一
同
難
有
仕
合

正
月
廿
日
昼
前
回
ツ
時
頃

殿
様
於

御
座
鋪
ニ
順
席
ニ
而
御
目
見
被

仰
付
、
寛
々
御

目
見
奉
申
上
候
、
暫
ク
休
足
被

御
禁
裏
様
β

仰
付
、
其
上

御
拝
領
之

伺
叩，npl 

民
ノ
御
太
知
拝
見
被

仰
付
、

一
同
難
有
拝
見
仕

候(
後
略
)

(2) (1) 

注
記『

間
部
家
文
書
』
第
四
巻
、
解
説
一
九
頁
。

藤
村
聡
「
近
世
中
央
市
場
の
解
体
』
(
清
文
堂
、
二
O

O
O
年
)
。

拙
稿
「
越
前
国
鯖
江
藩
に
お
け
る
産
物
問
屋
・
会
所

の
展
開
」
(
『
学
習
院
史
学
』
四
二
、
二
O
O
四
年
)
。

大
庄
屋
と
藩
財
政
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
浅

井
潤
子
「
鯖
江
藩
の
領
国
経
営
と
地
方
支
配
」
(
『
日

本
歴
史
』
一
三
ハ
七
、
一
九
七
八
年
)
で
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
る
。

大
名
貸
や
藩
財
政
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
い
が
、
私

の
問
題
関
心
か
ら
は
、
定
兼
学
「
非
領
国
辺
境
小
藩

に
お
け
る
幕
末
期
領
主
財
政
に
つ
い
て
」
(
有
元
正
雄

先
生
退
官
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
近
世
近
代
の
社

会
と
民
衆
』
、
清
文
堂
、
一
九
九
三
年
)
が
参
考
に
な

っ
た
。

村
田
路
人
「
用
聞
の
諸
機
能
と
近
世
的
支
配
の
特
質
」

(
『
京
都
橘
女
子
大
学
紀
要
』
一
七
号
、
一
九
九
O
年
)
、

の
ち
同
『
近
世
広
域
支
配
の
研
究
』
(
大
阪
大
学
出
版

会
、
一
九
九
五
年
)
に
所
収
。

千
秋
覚
兵
衛
家
文
書
の
多
く
は
福
井
県
立
図
書
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
鯖
江
藩
大
庄
屋
に
関
す

る
基
礎
的
な
デ
l
タ
は
拙
稿
「
越
前
国
鯖
江
藩
大
庄

(3) (4) (5) (6) (7) 
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屋
制
の
成
立
過
程
」
(
『
地
方
史
研
究
』
、
二
O
O
四
年

掲
載
予
定
)
を
参
照
。
ま
た
千
秋
家
の
詳
細
に
つ
い

て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

文
政
五
年
、
藩
主
間
部
詮
勝
は
巡
見
の
際
に
千
秋
家

に
宿
泊
し
、
そ
の
時
に
縁
起
の
良
い
二
字
(
「
亀
」

「
鶴
」
)
を
使
用
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
こ
の
時
の

や
り
と
り
を
一
不
す
史
料
は
別
稿
に
掲
載
す
る
予
定
で

あ
る
。

「
四
御
仕
法
勤
用
録
」
(
福
岡
平
左
衛
門
家
文
書
、

『
福
井
県
史
』
資
料
編
五
、
一
四
六
1
一
七
O
頁)。

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
詳
述
す
る
。

大
庄
屋
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鯖
江
藩
大
庄

屋
の
職
掌
に
つ
い
て
」
(
『
若
越
郷
土
研
究
』
四
七
の

四
・
五
、
二
O
O
二
年
)
参
照
。

(8) (9) (10) 
【
付
記
】

本
稿
作
成
の
た
め
の
史
料
閲
覧
に
あ
た
り
、
福
井
県
立

図
書
館
司
書
長
野
栄
俊
氏
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
感
謝
を
記
し
ま
す
。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




